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５月はさわやかなあいさつで
が つ

～水戸っ子がみんなで取り組みます～
み と こ と く

目標を持って生活することは大切なことですが、今年度は、期間を決めて各クラスで目標
もくひよう も せいかつ たいせつ こんねん ど き かん き かく もくひよう

を設定して取り組みます。学級のプレートの下に掲示しては、目標を見える化しています。５
せつてい と く がつきゆう した けい じ もくひよう み か

月は、「あいさつ」をメインテーマに、クラスごとに目標を決めました。
もくひよう き

５月から６／７(火)のめあてです。
がつ か

 

ふるさと 水戸 

「あい」のある学校
がっこう

・地域
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タブレット端末を使って
た ん ま つ つ か

先日のゴールデンウィーク中 には持ち帰りもしていました
せん じつ ちゆう も かえ

が、日常の授業の中でも、タブレット端末を使った学習を進
にちじよう じゆぎよう ちゆう たん まつ つか がくしゆう すす

めています。調べ学習や計算ドリル、自分の走る姿を撮影して
しら がくしゆう けいさん じ ぶん はし すがた さつえい

もらって振り返るといったことも行 っています。また、各自が学
ふ かえ おこな かく じ がく

習した内容や、理解の様子を伝えたりもしています。ＩＣＴ機器
しゆう ないよう り かい よう す つた き き

を利用した取組も進めていきます。 計算のドリル練 習
り よう とりくみ すす けいさん れんしゆう

田植えをしました
た う

５／１１(水)に５年生によっ
すい ねん せい

て、今年も学校田に田植えを
こ とし がつ こう でん た う

行いました。たくさんのボランテ
おこな

ィアさんの協 力のもと、一列に
きようりよく いち れつ

並んで手渡された苗を植えてい
なみ て わた なえ う

ランニングフォームのチェック
きました。朝からお天気を心配

あさ てん き しん ぱい

していましたが、予定通りに実
よ ていどお じつ

施できました。田んぼの独特の感触を体験しな
し た どくとく かんしよく たいけん

がら泥んこになって頑張って植えてくれていまし
どろ がん ば う

た。学校に戻ってからは、ほっこりと疲れが出て
がつ こう もど つか で

いましたが、田植えをした達成感が漂っていま
た う たつ せい かん ただよ

した。子どもたちの学びには、生活科や理科で
こ まな せい かつ か り か

の自然観察や栽培活動のように、その季節でし
し ぜんかんさつ さい ばいかつどう き せつ

か学べないものも多くあります。「季節を五感で
まな おお き せつ ご かん

感じる」学びも大切にしたいです。
かん まな たいせつ

朝の登校の見守りをしていると、この所 、飼育ケースを手に登校してくる子どもを見かけま
あさ とうこう み まも ところ し いく て とうこう こ み

す。 「カナヘビ」が一番多いでしょうか、「アオムシ」、「カニ」もいました。以前勤務していた
いちばんおお い ぜん きん む

中学校は、校舎の裏手が山になっていて、雨が降るとカニが校庭にある側溝に出てくること
ちゆうがつこう こうしや うら て やま あめ ふ こうてい そつこう で

がありました。わたしが、生き物を飼うのが好きなことを知っていた生徒が、「先生、カニ獲っ
い もの か す し せい と せんせい と

てきました！」とキラキラした瞳で持ってきてくれたことがあったことを思い出していました。飼
ひとみ も おも だ

育ケースを持っている子どもたちに声をかけると、「これ○○でとってきてん」「もっとたくさん
も こ こえ

いるんやで」「また、教室に見に来て」などと、とてもうれし
きようしつ み き

そうに、そして誇らしげにキラキラ瞳を輝かせて話してく
ほこ ひとみ かがや はな

れます。純粋な子どもたちの姿に心が和みます。こういっ
じゆんすい こ すがた こころ なご

た場面の中にも、学びがあり、自尊感情の高まりがありま
ば めん なか まな じ そんかんじよう たか

す。大切にしていきたいと思います。ちなみに、今でも、わた
たいせつ おも いま

しの家では、メダカや沼エビを飼育しています。今年は、カ
いえ ぬま し いく こ とし

ブトムシも復活したいと考えているのでした。(山田)
ふつかつ かんが やま だ

←カニを持ってきてくれていました
も

水戸に吹く風
み と ふ か ぜ


